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＜論文審査＞   
 
審査の方法 
まず候補者が平成 27年 2月 2日(月)午後 12時半から約 50分間，博士論文について公開発表を
行い，その後約 30分にわたってフロアからの質問に答えた。 
14 時からの本審査では，候補者が予備審査において指摘された点に関する加筆・修正箇所につ
いて説明を行なった。次に 3名の審査委員から，口頭試問が約 40分行なわれた。試験終了後，試
験委員の合議により，合否を判定した。 
 
審査の内容 
本論文はパリ音楽院の初代フルート科教授で，フルート奏者・作曲家のフランソワ・ドゥヴィ
エンヌのフルート協奏曲におけるアーティキュレーションを扱った意欲的な論文である。ドゥヴ
ィエンヌに関する研究は世界的に見てもきわめて稀であり，総譜もなく，参考となる書籍や資料
がきわめて限られているなかで，これだけの論考をまとめたことは高く評価される。 
本論文では，まずドゥヴィエンヌの生涯と作品について概説し，はじめての横吹きフルートの
ための教則本であるオトテールの『フルート教則本』などの代表的な教則本を通して，ドゥヴィエ
ンヌ以前のアーティキュレーションについて，言葉を話すような演奏のあり方と結びつけて論じ
た。そしてドゥヴィエンヌ自身の『フルートのための新しい理論的・実践的教則本』をとりあげ，
そのタンギングとアーティキュレーションの技法について，基本的に 18世紀的な伝統に立脚しな
がらも，19世紀への橋渡しをするな様式をあらわすものであることを論じた。 
論文のテーマであるフルート協奏曲については全 13曲をとりあげ，そのかならずしも標準的と
はいえない形式の分析を行ったうえで，技巧上の特徴とアーティキュレーションについて，また
主題の性格づけにアーティキュレーションが深く関わっていることを論じた。そしてそうしたド
ゥヴィエンヌのアーティキュレーションが文章表現における修辞に似た性格を持つものであると
して，アーティキュレーションの文彩について，１「流れ」と「輝かしさ」，２反復，３強調，４
対比，５換言，６誇張という６つの性格に分けて論じた。そうしたうえで，こうした性格づけは音
楽に劇的ともいえる演出効果をもたらすものであり，ドゥヴィエンヌのアーティキュレーション
は音楽におけるいわば弁論の技術とも言えるものであると結論づけた。 
このようにドゥヴィエンヌの『教則本』をもとに，フルート協奏曲のアーティキュレーション
を通じて，ドゥヴィエンヌの独自性と歴史的な位置を明らかにした意義は大きい。またパート譜
から総譜を制作し，ドゥヴィエンヌの『教則本』をみずから翻訳した努力は大いに評価できる。予
備審査の段階で指摘した点もすべて改善されており，審査員全員一致で合格と判断した。 
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